
 

 

（艦船技術会会報（第２２号）平成２年１２月から 

本資料は、「木造掃海艇の修理に係わる方達を対象」として鋼船とは異なる建造方法と監督・検査方法を

紹介したものであります。 
 掃海艇は現在ＦＲＰ製となり、木造掃海艇の実物建造を見ることができなくなったので、アーカイブスとして再

掲載しました。 
 なお、改編等により、部署名が変更した所ありますので、カッコ（ ）にて現状の組織を記しました。 

☆☆☆（木造）掃海艇の建造時の監督・検査について☆☆☆ 

 はじめに 

 掃海艇の監督、検査には、他の水上艦と同様に「艦船検査実施基準（海上自衛隊達８０

号別冊）」に基づく直接方式が適用されていることは、みなさん承知のことと思います。おか

げさまで若年の私にとっては業務上得るところが多く、勉強になります。 

 大型木造船を建造するところは日立造船神奈川工場、日本鋼管鶴見製作所の２社しか

なく（現在ＪＭＵ横浜事業所鶴見工場に統合された）、特に船体については、他の造船所

の鋼船（スチール船）とは建造方法が異なります。この検査にタッチできるのは調本横浜支

部（現南関東防衛局調達部）の検査官だけであり、どのような建造方法で造られるかを、

限られた者だけで知るにはもったいなく、また、修理に係わる方達にも知っていただきたく、

紹介するものであります。 

 まず、掃海艇の監督・検査の特異点としては、契約直後の監督・検査が非常に忙しいと

いうことであります。その原因は２つあります。 

 １つは、契約後から起工式までの期間が短いために、船殻関係の図面提出、審査、承認

の期間が短いことです。例を０１年度艦の工程で説明しますと、次の表になります。 

艦 名 ０１DE 

（現「せんだい」） 

０１MSO 

（現「やえやま」） 

備 考 

契 約 １．１２．２２ １．１２．２２ 同期日 

 

起工式 

↓約１４ヶ月 

３．２．？ 

↓約７ヶ月 

２．７．？ 

 

契約納期 ５．３．３１ ５．３．３１ 同期日 



 

 

 ２つめは、加工完成後及び部材加工の両検査（鋼船のブロック検査に概略相当する）前

から、木材の材料品質、接着力等の立ち会い検査がスタートしていることです。理由は、材

料が天然のものであり。鋼船の材料のようなミルシートにより保証されていないからです。 

 起工式に使用されるキールの作製のためには、船殻関係図面が、技本（現防衛装備庁）、

海幕を経由して承認されておかねばならず、関係木材の材料品質、接着力、加工完成後

及び部材加工の各検査が終了しておらねばなりません。 

 よって、図面関係作業について、起工式までの７ヶ月間は検査官と造船所設計部との協

議、調整等で非常に忙しい日々でありました。 

 建造時の鋼船との相違点のイメージは次に示す私の簡単な絵から判断していただくこと

にいたしたいと思います。 

 
























